
 
 

令和７年３月１７日 

国土交通省関東地方整備局 

江戸川河川事務所 

首都圏外郭放水路８つのパワーアップ計画 報道関係者向けデモツアーを開催 

～4 月からの新コース 「地下河川を歩くアドベンチャー体験コース」～ 

 

江戸川河川事務所が管理する治水施設「首都圏外郭放水路」における８つのパワーアップ

計画の取り組みとして、令和７年 4 月 16 日から開催の新コース「地下河川を歩くアドベン

チャー体験コース」のデモツアーを報道関係者向けに令和 7 年３月２６日（水）に下記のと

おり開催いたします。体験していただく新コースは、これまでに公開している全ての見学箇

所に、今回初公開となる第３立坑および地下トンネルを加えた見所が盛りだくさんのコース

となっております。なお、ツアー開始前には防災コンシェルジュの認定式を行いますので、

是非ご参加ください。 

 

１． 開催日時   令和７年３月２６日（水） １２：３０～（集合・受付） 

   １２：４０～１６：００（防災コンシェルジュ認定式・デモツアー） 

２． 集合場所   首都圏外郭放水路管理支所 

地底探検ミュージアム「龍 Q 館」２階展示室 

住所：埼玉県春日部市上金崎７２０ 

首都圏外郭放水路は、洪水を防ぐために建設された世界最大級の地下放水路です。中川、倉松

川、大落古利根川など中小河川の洪水を地下に取り込み、地底５０メートルを貫く総延長６．３

キロメートルのトンネルを通じて江戸川に流すことで流域の浸水被害を大きく軽減しています。 

出水時に洪水を取り込む第３立坑から、江戸川に排水する役割を持つポンプ室およびインペ

ラまでを一連でご案内することで、施設の役割を理解していただきます。 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ    神奈川建設記者会  千葉県政記者会   

埼玉県政記者クラブ  都庁記者クラブ   春日部記者クラブ 

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局 江戸川河川事務所 

電話：０４－７１２５－７３１１（代表） ＦＡＸ：０４－７１２５－２９４７ 

副所長（調査）     田所（たどころ） （内線：２０５） 

流域治水課 建設専門官 菅間（すがま）  （内線：４０２） 

 

 

 



報道関係者向けデモツアーの実施について 

【報道関係者様へのご案内】 

標記について、下記のとおり開催しますので、お知らせいたします。 

１．開催日時 

令和 7 年 3 月 26 日（水）１２：４０～１６：００ 

２．開催場所 

首都圏外郭放水路    住所：春日部市上金崎７２０ 

３．認定式・ツアー行程 

１２：３０～１２：４０ 集合・受付 「龍 Q 館」２階展示室  

１２：４０～１２：５５ 防災コンシェルジュ認定式 「龍 Q 館」２階展示室 

１３：００～１３：４０ 「龍 Q 館」２階展示室⇒庄和排水機場ポンプ室 

１３：４０～１４：５０ 第３立坑（バスでの移動含む） 

１４：５０～１６：００ 第１立坑⇒調圧水槽⇒インペラ部 

４．申し込み方法 

７．記載の必要事項を記入の上、以下のアドレス宛送付により、お申し込みください。 

アドレス：ktr-gaikakusinse@mlit.go.jp 

５．申込期限 

令和７年 3 月 21 日（金）１７：００ 

６．注意事項 

・出水により施設に流入が見込まれる場合、または流入した場合には、ツアーの中止または一部 

行程について変更の可能性があります。 

・撮影機材の持ち込みは自由ですが、貴重品も含め、ツアー中の落下及び水没等による損傷につき 

ましては一切の責任を負いかねます。 

・調圧水槽の見学は階段１１６段を自力歩行できる方に限らせていただきます。 

・ツアー中は防災コンシェルジュ（案内スタッフ）の指示に必ず従ってください。 

・龍 Q 館から 3 キロほど離れた第３立坑への移動は、こちらでバスを用意しております。 

・見学スペースに限りがあるため、申込み多数の場合には、人数を制限させていただきます。 

７．申し込みにあたっての必要事項 

ⅰ．報道機関名（会社及び部署名） 

ⅱ．取材者氏名等 

  ・氏名（ふりがな（複数で出席される場合は代表者）） 

 ・連絡先 電話番号およびメールアドレス 

 ・参加人数（代表者含む） 

ⅲ．その他 

  以下について事前にお知らせ下さい。 

  ・テレビカメラの持込の有無 

    ・足のサイズ（一部の施設で水の中（膝下程度）に入っていただくため、ヒップウェーダー 

（長い長靴のような履き物）をご用意します） 

８．当日の連絡・問い合わせ先  

首都圏外郭放水路見学会事務局 ０４８－７４７－０２８１ 


